
田
中
さ
ん
は
現
在
、
年
金

者
組
合
支
部
長
以
外
に
、
労

連
北
河
内
地
区
協
顧
問
、
門

真
労
連
顧
問
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

日
立
建
機
テ
ィ
エ
ラ
支
部
顧

問
、
ケ
イ
ハ
ン
医
療
生
協
理

事
な
ど
の
役
職
を
担
っ
て
い

る
。
驚
異
的
な
働
き
だ
。
取

材
し
て
み
て
、
そ
の
人
柄
で

す
ぐ
に
納
得
で
き
る
。

１
９
４
８
年
熊
本
県
上
天

草
市
で
７
人
兄
弟
の
四
男
。

家
族
は
農
家
だ
が
、
父
親
は

保
守
系
の
地
方
議
員
を
永
く

務
め
、
議
長
も
経
験
。
田
中

さ
ん
は
、
子
ど
も
心
に
農
業

の
厳
し
さ
を
観
て
い
て
、
農

作
業
を
少
し
で
も
楽
に
と
、

農
業
機
械
の
製
造
会
社
を
職

業
に
選
ん
だ
。

田
中
さ
ん
は
、
八
代
工
業

高
校
の
機
械
科
を
３
年
間
下

宿
し
て
卒
業
。
ク
ラ
ブ
は
空

手
で
黒
帯
だ
。
門
真
市
に
本

社
を
置
く
農
業
機
械
製
造
の

東
洋
社
（
現
在
日
立
建
機
テ
ィ

エ
ラ
に
社
名
変
更＝

大
東

市
へ
移
転
）
に
就
職
。
定

年
ま
で
勤
め
あ
げ
る
。

結
婚
は
23
歳
と
早
か
っ

た
。
妻
の
す
え
子
さ
ん
は

労
組
の
青
年
部
活
動
で
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

取
り
組
ん
だ
時
知
り
合
っ

た
そ
う
だ
。
行
事
が
終
了

し
、
何
カ
月
か
し
て
、
た

ま
た
ま
京
阪
電
車
の
吊
り

輪
で
鉢
合
わ
せ
て
「
そ
れ

が
幸
か
不
幸
か
今
の
状
態

に…

」
と
笑
わ
せ
る
。
双

子
の
女
の
子
を
授
か
る
。

す
え
子
さ
ん
は
、
耕
三
さ

ん
を
評
し
て
「
我
が
家
は
母

子
家
庭
み
た
い
。
帰
っ
て
く

る
と
ホ
ッ
と
す
る
。
で
も
、

と
に
か
く
い
い
仲
間
に
恵
ま

れ
た
。
あ
ん
た
の
人
間
性
か

な
あ
」
と
言
っ
て
い
る
そ
う
。

現
役
時
代
は
、
労
働
運
動

に
明
け
暮
れ
る
日
々
。
特
に

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
支
部
委
員
長
、

地
本
副
委
員
長
、
北
河
内
地

区
協
議
長
、
大
阪
労
働
共
済

理
事
長
の
同
時
任
務
の
時
期

は
多
忙
を
極
め
た
。

年
金
者
組
合
に
は
、
地
域

で
勧
め
ら
れ
59
歳
の
時
入
会
。

７
年
前
支
部
長
に
。
「
今
、

年
金
者
組
合
は
な
か
な
か
思
っ

た
よ
う
に
な
ら
な
い
が
、
自

分
の
周
り
を
整
理
し
て
、
力

を
集
中
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
分
担
し
て
組
織
的

な
運
営
を
し
て
動
け
ば
、
や

れ
る
見
通
し
が
あ
る
。
年
金

者
組
合
に
は
対
象
者
が
い
っ

ぱ
い
い
る
。
伸
び
し
ろ
が
あ

る
」
と
力
強
く
話
す
。

取
材

長
江
勝
・
江
川
信
雄

全日本年金者組合 大阪府本部

〒530-0041

大阪市北区天神橋1-13-15

TEL06[6354]7207

FAX06[6354]7746

Eメール

info@o-nenkin.com

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う
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自
民
党
の
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
の

裏
金
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
日
本
の
大
企

業
の
不
正
が
見
逃
さ
れ
て

い
る
の
が
気
に
な
る
。
ト

ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
豊
田
自

動
織
機
の
エ
ン
ジ
ン
不
正

認
証
、
日
野
自
動
車
の
排

ガ
ス
や
燃
費
の
検
査
デ
ー

タ
の
不
正
、
ダ
イ
ハ
ツ
の

車
両
の
安
全
試
験
の
不
正

な
ど
安
全
と
品
質
軽
視
の

法
令
遵
守
意
識
が
欠
落
し

て
い
る
。
ま
た
ビ
ッ
グ
モ
ー

タ
ー
の
自
動
車
保
険
不
正

請
求
や
不
正
を
巡
る
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
の
取
引
再

開
。
他
に
も
富
士
通
の
会

計
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
に
よ

り
、
英
国
各
地
の
郵
便
局

長
ら
が
詐
欺
罪
で
刑
事
訴

追
、
日
本
製
鉄
の
米
鉄
鋼

大
手
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収

を
巡
る
大
統
領
や
労
組
と

の
確
執
な
ど
、
２
０
１
５

年
の
不
正
会
計
発
覚
か
ら

経
営
が
迷
走
を
続
け
、
２

０
２
３
年
12
月
に
上
場
廃

止
と
な
っ
た
東
芝
を
連
想

し
た
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

田中 耕三さん（75歳）門真支部

生き生き人生

ロ
シ
ア
は
侵
略
戦
争
を
や
め
よ
！

国
は
物
価
高
騰
に
見
合
う
年
金
に
引
き
上
げ
よ
！

私
た
ち
は
大
阪
の「
カ
ジ
ノ
中
止
」
を
諦
め
な
い
！



上
記
の
内
容
で
民
主
法
律

協
会
主
催
の
権
利
討
論
集
会

が
エ
ル
・
大
阪
に
て
開
催
さ

れ
府
本
部
か
ら
は
リ
ア
ル
２

人
、
ズ
ー
ム
２
人
の
計
４
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
、

リ
ア
ル
・
ズ
ー
ム
１
人
ず
つ

感
想
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
「
新
時
代
の
労

働
運
動
と
は
」
と
題
し
て
黒

澤
幸
一
全
労
連
事
務
局
長
の

講
演
が
あ
り
、
「
①
闘
う
労

働
組
合
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
②

労
働
組
合
の
民
主
主
義
を
貫

く
③
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
④

産
別
や
地
域
で
統
一
闘
争
を

つ
く
る
⑤
要
求
の
求
心
力
で

仲
間
を
増
や
す
⑥

組
合
員
が
自
覚
的

に
力
を
発
揮
す
る

労
働
運
動
を
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

｢

労
働
者
が
労
働

争
議
を
避
け
、
納

得
の
い
く
回
答
が

な
く
て
も
交
渉
を

納
め
て
し
ま
う
こ

と
が
努
力
を
し
な

い
企
業
を
作
り
、

日
本
経
済
を
も
冷
え
込
ま
せ

て
し
ま
っ
て
い
る
」
「
賃
金

が
昨
年
と
比
べ
上
が
っ
た
下

が
っ
た
で
は
な
く
、
生
活
改

善
が
実
感
出
来
る
歴
史
的
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
」
と
話
さ
れ
た

事
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は｢

命
と
健
康

を
守
る
」
の
分
科
会
に
参
加

し
、
甲
南
医
療
セ
ン
タ
ー
専

攻
医
過
労
自
死
事
件
、
宝
塚

歌
劇
団
員
死
亡
事
件
等
の
裁

判
報
告
を
受
け
、
わ
が
子
を

失
っ
た
母
親
の
発
言
に
胸
が

痛
み
ま
し
た
。

長
岡

佳
代
子
執
行
委
員

記
念
講
演
の
中
で
①
資
本

か
ら
の
独
立
②
政
治
か
ら
の

独
立
③
共
通
の
要
求
行
動
の

統
一
と
い
う
綱
領
に
基
づ
き

闘
い
を
強
め
て
行
く
こ
と
を

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
参
加
し
た
第
５
分
科

会
は
、
「
大
阪
の
未
来
の
た

め
に
私
達
が
今
出
来
る
事
を

考
え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
し
た
。
東
京
杉
並
区
長
選

挙
で
女
性
区
長
が
誕
生
し
た

こ
と
、
こ
の
運
動
に
尽
力
さ

れ
た
方
か
ら
区
議
会
議
員
選

挙
で
48
人
中
24
人
が
女
性
で

あ
る
こ
と
、
こ
の
大
き
な
変

化
は
、
数
十
年
前
か
ら
地
域

で
の
住
民
運
動
が
コ
ツ
コ
ツ

と
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に

あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

小
寺

重
光
書
記
次
長

昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た｢

大
阪
府
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
い
よ
い

よ
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
「
３
月
中
旬
開
設
予

定
」
組
合
員
の
積
極
的
な
利

用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

府
本
部
と
支
部
、
府
本
部
と

組
合
員
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
し

て
、
ま
た
、
年
金
者
組
合
の

組
織
と
運
動
、
さ
ら
に
は
私

達
の
主
張
を
よ
り
多
く
の
人

に
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の

掲
示
板
と
し
て
そ
の
役
割
を

発
揮
し
て
い
き
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
か
ら
で
も
ス
マ
ホ
か
ら

で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

「
全
日
本
年
金
者
組
合
大
阪

府
本
部
」
で
検
索
し
て
頂
き

｢

入
室
」
し
て
下
さ
い
。

「
投
稿
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け

て
い
ま
す
の
で
ご
意
見
や
感

想
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ

い
。
そ
し
て
府
本
部
書
記
局

に
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委

員
会
」
を
設
置
し
て
運
営
し

て
い
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

｢

運
営
委
員
」
は
左
記
の

５
人
で
す
。

・
村
崎

秀
子

府
本
部
副
委
員
長

・
勝
井

正

府
本
部
副
委
員
長

・
藤
田

雅
男

府
本
部
執
行
委
員

・
妹
尾

博
文

府
本
部
執
行
委
員

・
林

洋
司

府
本
部
執
行
委
員

２０２４年３月１５日(金曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４１１号付録 (２)

２月１７日(土) １０：００～ 記念講演会
１３：３０～ 分科会(５か所)

リアル・ズーム参加者数 約２４０人

新
時
代
の
労
働
運
動
と
は

印
象
に
残
る
こ
と

命
と
健
康
を
守
る

新
た
な
闘
い
の
ス
タ
ー
ト

講演会を真剣な面持ちで聞く参加者

「 大阪府本部のホームページ 」３月中旬に開設予定

お
詫
び
と
お
知
ら
せ

今
回
は
「
府
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
開
設
を
急
遽
掲

載
し
ま
し
た
の
で
年
金
相

談
「
最
低
保
障
年
金
制
度

実
現
⑦
」
は
来
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。
申
し
訳
有
り

ま
せ
ん
が
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

組
合
員
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

勝
井

正

副
委
員
長
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★
寝
屋
川
市

寝
屋
川
市
議
会
は
12
月
19

日
の
最
終
本
会
議
で
、
「
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す

る
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め

る
意
見
書
」
を
地
方
自
治
法

第
99
条
の
規
定
に
よ
り
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
大

阪
で
は
14
番
目
の
採
択
自
治

体
で
す
。
意
見
書
は
、
日
本

共
産
党
市
議
団
が
各
会
派
に

働
き
か
け
、
全
会
派
共
同
で

提
案
し
採
択
し
ま
し
た
。
寝

屋
川
市
で
は
毎
年
府
内
一
斉

に
取
り
組
ま
れ
る
社
保
協
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
年
金
者
組
合
、

新
婦
人
が
く
り
返
し
市
に
対

し
要
望
。
社
保
協
の
構
成
団

体
で
あ
る
共
産
党
市
議
団
が

議
会
で
取
り
上
げ
実
現
し
ま

し
た
。
年
金
者
組
合
の
羽
田

支
部
長
は
「
組
合
員
、
市
民

に
早
く
知
ら
せ
、
次
は
寝
屋

川
市
独
自
の
補
助
制
度
を
め

ざ
し
他
団
体
と
連
携
し
早
期

実
現
を
求
め
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

〈
カ
ッ
ト
は
堺
北
支
部
金
森

丸
人
さ
ん
〉

ま
ち
づ
く
り
推
進
部

林

洋
司

「
貴
方
の
免
疫
力
は
低

下
し
て
き
て
ま
せ
ん
か
？
」

高
齢
期
の
私
た
ち
の
免
疫

力
は
、
寒
冷
・
ス
ト
レ
ス

や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な

ど
で
、
思
っ
て
い
る
以
上

に
落
ち
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

以
前
血
管
や
血
流
の
事

を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

人
間
の
血
液
の
中
で
白
血

球
は
免
疫
機
能
に
大
変
深

く
関
係
し
て
い
ま
す
。
白

血
球
の
中
の
リ
ン
パ
球
は
、

身
体
に
侵
入
す
る
病
原
菌

や
ウ
ィ
ル
ス
を
攻
撃
す
る
。

ま
た
攻
撃
す
る
に
必
要
な

自
然
抗
体
を
産
出
し
次
に

同
じ
よ
う
な
病
原
体
に
備

え
て
免
疫
因
子
を
つ
く
り

だ
し
記
録
し
ま
す
。
こ
の

リ
ン
パ
球
の
働
き
は
、
不

要
（
白
血
球
の
貪
食
作
用

で
感
染
を
起
こ
さ
な
い
状

態
）
に
な
っ
た
老
廃
物
と

た
ん
ぱ
く
成
分
・
ウ
ィ
ル

ス
・
細
菌
を
回
収
し
な
が

ら
リ
ン
パ
液
（
身
体
内
１

回
巡
回
す
る
量
は
60
㎏
の

体
重
の
人
で
２
～
４
％
程
）

と
し
て
リ
ン
パ
管
を
通
し

て
静
脈
へ
送
る
。
リ
ン
パ

管
は
下
水
道
の
よ
う
に
続

い
て
い
て
、
腎
臓
で
静
脈

じ
ん
ぞ
う

内
の
老
廃
物
は
ろ
過
さ
れ

不
要
物
は
排
泄
さ
れ
る
仕

組
み＝

感
染
に
対
す
る
防

御
機
能
で
す
。

①
日
常
生
活
で
ス
ト
レ

ス
を
貯
め
な
い
②
質
の
良

い
睡
眠
を
と
る
③
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
事
を
摂
取

す
る
④
笑
い
を
取
り
入
れ

た
り
、
自
律
神
経
を
整
え

る
習
慣
を
心
が
け
る
な
ど

日
々
の
生
活
習
慣
を
見
な

お
し
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す

事
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

免
疫
力
を
高
め
寒
い
季
節

を
元
気
に
乗
り
越
え
、
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
春

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
障
部
長

山
本

美
登
利

開
催
日
時

５
月
23
日
（
木
）

集
合

午
前
９
時
30
分

試
合
開
始

午
前
10
時

場
所

エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー

ナ
大
阪
（
大
阪
府
立

体
育
館
）

チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て

★
１
チ
ー
ム
４
人
か
ら
６

人
。
男
女
共
団
体
戦
の
み
、

出
場
選
手
が
３
人
に
な
っ

た
場
合
で
も
出
場
で
き
ま

す
が
失
格
と
な
り
ま
す
。

★
女
子
選
手
が
団
体
男
子

チ
ー
ム
に
出
場
で
き
ま
す

が
、
そ
の
逆
は
不
可
と
し

ま
す
。

試
合
方
法

★
試
合
は
４
シ
ン
グ
ル
＋

１
ダ
ブ
ル
ス
と
し
ま
す
。

★
ゲ
ー
ム
は
11
点
先
取
、

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
と
し

ま
す
。

★
予
選
リ
ー
グ
戦
と
順
位

決
定
戦
（
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
）
を
行
い
ま
す
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
、

当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
８
日
（
水
）
午
後

１
時
。
所
定
の
申
込
書
で

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
、
府
本
部
へ
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
府
本
部
の
あ
て
先
は
、

本
紙
表
紙
右
上
に
記
載
し

て
い
ま
す
）

堺
市
に
あ
る
鉄
砲
鍛
冶

屋
敷
が
、
こ
の
度
整
備
さ

れ
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

し
て
、
３
月
３
日
か
ら
公

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
入
れ
な

か
っ
た
屋
敷
内
を
観
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

管
内
に
は
貴
重
な
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
疫
力
に
つ
い
て

第
９
回
府
本
部
卓

球
大
会
の
ご
案
内

場所：堺鉄砲ミュージアム

日時：３月２０日（水・祝）小雨決行

集合場所：ＪＲ天王寺駅中央改札口前

集合時刻：午前９時３０分 （時間厳守）

参加費：１１３０円（入場券・電車・資料代）

持ち物：飲み物、筆記用具、雨具

府本部石野文化行楽部長迄申し込んでください。

「
堺
鉄
砲
鍛
冶
屋
敷
」

見
学
と
住
吉
公
園
花

見
（
枚
方
支
部
と
共
催
）

【
お
知
ら
せ
】
３
月
19
日
（
火
）
第
３
回
大
阪
高
齢
者
学
校

13
時
～
保
険
医
協
会
５
階
ホ
ー
ル

３
月
29
日
（
金
）
共
済
学
校

13
時
30
分
～
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階
ホ
ー
ル



（
全
労
連
機
関
紙
２
月
号
よ
り
）

七
尾
市
内
の
自
宅
で
被
災

し
た
病
院
労
組
の
真
木
享
美

委
員
長
は
、
金
沢
市
か
ら
片

道
２
時
間
か
け
て
通
勤
し
て

い
ま
す
。
「
使
命
感
で
張
り

詰
め
て
い
る
気
持
ち
が
切
れ

た
ら
、
離
職
者
も
出
る
の
で

は
」
と
不
安
を
吐
露
し
ま
す
。

真
木
委
員
長
を
さ
ら
に
失

望
さ
せ
て
い
る
の
が
政
府
が

打
ち
出
し
た
宿
泊
代
補
助

「
北
陸
応
援
割
」
や
県
が
連

日
行
う
北
陸
新
幹
線
の
全
線

開
通
の
ア
ピ
ー
ル
で
す
。

「
観
光
客
よ
り
私
ら
じ
ゃ
あ

な
い
の
？
政
治
は
こ
の
事
態

の
改
善
に
力
を
注
い
で
よ
」

と
声
を
振
り
絞
り
ま
し
た
。

報
道
は
『
改
善
し
た
、
復

旧
し
た
』
と
発
信
し
ま
す
が
、

足
を
運
ん
で
被
災
者
の
切
実

な
声
を
聞
か
な
い
と
必
要
な

支
援
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
災

地
に
寄
り
添
っ
た
復
旧
・
震

災
支
援
こ
そ
大
切
で
す
。

自
治
体
業
務
の
民
間
委
託

や
職
員
削
減
、
非
正
規
化
で

本
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行

え
な
い
こ
と
が

復
旧
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
ま

す
。
公
的
病
院

の
脆
弱
さ
が
明

ら
か
に
な
っ
て

も
な
お
、
馳
浩

石
川
県
知
事
が

公
立
４
病
院
の

統
廃
合
を
計
画

通
り
進
め
る
と

言
明
し
た
こ
と

に
驚
き
と
怒
り

が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

23
年
度
の
国

の
防
災
予
算
は

１
兆
６
０
０
０
億
円
で
、
22

年
度
か
ら
半
減
し
ま
し
た
。

県
の
地
震
被
害
想
定
は
四
半

世
紀
更
新
さ
れ
ず
、
22
年
９

月
か
ら
想
定
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
中
の
地
震
で
し
た
。

死
因
の
９
割
が
家
屋
倒
壊

だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
防
災
・

減
災
対
策
の
重
要
性
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
「
公
共
を
と
り
も
ど

す
運
動
」
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。

(５） ２０２４年３月１５日(金曜日） 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４１１号付録 (４）

とめよう維新による大阪破壊 つくろう人権・平和の日本を

２
月
11
日
（
日
）
13
時

よ
り
、
大
阪
市
立
中
央
会

館
ホ
ー
ル
に
て
集
会
は
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真

下
）
主
催
は
「
日
の
丸
・

君
が
代
」
強
制
反
対
大
阪

ネ
ッ
ト
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
つ

ぐ
昨
年
10
月
以
降
の
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ

ナ
侵
略
と
２
万
人
近
く
の

ガ
ザ
市
民
の
虐
殺
（
７
割

が
子
ど
も
や
女
性
）
（
12

／
15
現
在
）
。
岸
田
内
閣

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
停
戦
を

求
め
る
国
連
決
議
に
当
初

は
棄
権
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

を
支
持
し
ま
し
た
。

「
戦
争
す
る
国
」
を
さ

さ
え
る
教
育
を
進
め
る
の

が
、
卒
入
学
式
で
の
「
日

の
丸
・
君
が
代
」
強
制
で

す
。
大
阪
で
は
維
新
に
よ

る
２
０
１
２
年
か
ら
の

「
国
旗
・
国
歌
条
例
」
の

下
で
、
教
職
員
へ
の
戒
告

64
件
・
減
給
３
人
等
の

「
不
起
立
」
処
分
が
さ
れ

ま
し
た
。

も
の
言
う
教
職
員
を
黙

ら
せ
る
と
と
も
に
、
児
童
・

生
徒
に
自
分
の
頭
で
考
え

さ
せ
ず
、
国
家
主
義
を
推

進
す
る
教
育
に
対
決
す
る

教
師
の
裁
判
等
の
た
た
か

い
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
、
公
務
員
の

人
員
削
減
、

保
育
所
・
公

立
病
院
の
人

減
ら
し
・
統

廃
合
に
よ
る

全
国
一
の
コ

ロ
ナ
死
亡
数

へ
の
反
省
も

な
く
、
万
博

を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い

ま
す
。

３
５
０
億

円
の
巨
大
リ

ン
グ
は
、
そ

の
中
に
あ
る

べ
き
各
国
パ

ビ
リ
オ
ン
が

い
ま
だ
に
ほ

ぼ
不
在
。
カ
ジ
ノ
あ
り
き

の
軟
弱
地
盤
の
ゴ
ミ
処
分

場
で
の
建
設
費
用
は
青
天

井
。
国
税
負
担
と
と
も
に
、

大
阪
府
・
市
の
巨
額
の
負

担
は
、
大
阪
経
済
を
も
破

壊
す
る
も
の
で
す
。

講
演
に
登
場
し
た
の
は
、

西
谷
文
和
さ
ん
（
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
。
昨

年
５
月
と
10
月
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
入
っ
た
報
告
。
西

谷
さ
ん
は
「
ど
う
す
れ
ば

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
私
た
ち

は
何
が
出
来
る
の
か
」
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
戦
争
は
街
を

壊
し
、
カ
ジ
ノ
は
人
生
を

壊
し
ま
す
。
あ
と
１
年
に

迫
っ
て
き
た
万
博
で
も
、

そ
の
矛
盾
、
ム
ダ
、
無
計

画
ぶ
り
を
指
摘
し
中
止
に

追
い
込
み
ま
し
ょ
う
」
と

力
強
く
語
り
ま
し
た
。

年
金
裁
判
運
動
で
は
、
第

８
次
最
高
裁
要
請
行
動
が
、

首
都
圏
を
中
心
に
２
月
６
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
統

一
行
動
と
し
て
、
最
高
裁
要

請
行
動
と
連
帯
す
る
宣
伝
行

動
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
15
日
多
く
の

支
部
で
年
金
支
給
日
宣
伝
が

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
第
９

次
最
高
裁
要
請
行
動
は
４
月

３
日
で
す
。

今
後
の
年
金
の
改
定
に
対

す
る
運
動
で
は
、
再
度
各
支

部
で
の
年
金
学
習
会
の
促
進

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
阪
府
へ
の
物
価

高
騰
に
見
合
う
年
金
改
善
を

求
め
る
請
願
の
具
体
化
を
図

る
こ
と
も
大
切
で
、
新
潟
県

本
部
が
取
り
組
ん
だ
事
例
を

参
考
に
府
本
部
で
も
具
体
化

を
し
て
い
ま
す
。

中
央
本
部
の
２
０
２
４
年

度
の
重
点
署
名
の
状
況
は
、

❶
年
金
・
雇
用
署
名
６
１
９

７
筆

❷
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
全
国
署
名
３
１
８
８
筆

❸
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を

求
め
る
請
願
署
名
６
５
９
筆

❹
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

し
て
く
だ
さ
い
請
願
署
名
８

１
６
筆

❺
医
療
費
窓
口
負

担
２
割
化
の
中
止
を
求
め
る

請
願
署
名
３
１
２
３
筆

ま
た
以
下
の
署
名
は
６
月

ま
で
の
通
常
国
会
に
提
出
し

ま
す
。

❶
「
現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
し
て
く
だ
さ
い
」
請
願

署
名

❷
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化

中
止
を
求
め
る
請
願
署
名

❸
「
介
護
保
険
制
度
の
改
善
、

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善

を
求
め
る
」
請
願
署
名

速報：機関紙コンクール

暮
ら
し
応
援
は
抑
制

大
軍
拡
の
あ
お
り
で

24
年
度
政
府
予
算
案
で

は
、
軍
事
費
が
前
年
度
比

16
・
５
％
増
で
突
出
し
て

増
加
し
て
い
ま
す
。
大
軍

拡
の
あ
お
り
を
受
け
て
、

暮
ら
し
応
援
予
算
は
抑
制

さ
れ
、
喫
緊
の
少
子
化
対

策
で
す
ら
７
・
７
％
増
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

24
年
度
予
算
案
も
社
会

保
障
費
は
抑
制
。
高
齢
化

に
よ
る
自
然
増
分
５
２
０

０
億
円
か
ら
１
４
０
０
億

円
も
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

高
齢
化
の
た
め
大
幅
に

増
え
て
当
然
の
医
療
や
介

護
の
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ

前
年
度
比
０
・
７
％
増
、

１
％
増
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

医
療
や
介
護
の
人
手
不

足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

診
療
報
酬
本
体
や
介
護
報

酬
の
改
定
率
も
微
々
た
る

も
の
で
、
大
幅
な
賃
上
げ

は
望
め
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
は
「
異
次

元
」
と
は
言
い
難
い
の
が

実
態
で
す
。
４
～
５
歳
児

の
保
育
士
の
配
置
基
準
が

24
年
度
に
76
年
ぶ
り
に
見

直
さ
れ
「
子
ど
も
30
人
に

１
人
」
が
「
25
人
に
１
人
」

に
。
遅
す
ぎ
だ
し
、
不
十

分
で
す
。

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ

ま
す
が
、
財
源
は
社
会
保

険
料
上
乗
せ
や
公
債
な
ど
。

国
民
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

物
価
高
対
策
と
し
て
、

消
費
税
減
税
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
「
定
額
減
税
」

が
１
回
き
り
。
小
規
模
事

業
者
に
は
過
酷
な
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
課
税
が
続
き

ま
す
。

一
方
、
半
導
体
や
電
気

自
動
車
の
生
産
販
売
量
に

応
じ
た
10
年
間
の
法
人
税

減
税
や
、
賃
上
げ
減
税
な

ど
大
企
業
に
は
手
厚
く
し

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
に

対
す
る
賃
上
げ
支
援
と
し

て
業
務
改
善
助
成
金
が
あ

り
ま
す
が
、
設
備
投
資
に

よ
る
生
産
性
向
上
が
要
件

な
の
で
利
用
さ
れ
に
く
い

の
が
実
態
で
す
。

年
金
引
き
上
げ
も
物
価

高
を
下
回
り
ま
す
。
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
名
目

賃
金
変
動
３
・
１
％
よ
り

０
・
４
％
削
り
、
２
・
７

％
増
に
な
る
見
込
み
で
す
。

軍
拡
・
万
博
や
め
ろ
！

年
金
引
き
下
げ
違

憲
訴
訟
の
取
り
組

み

日本機関紙協会大阪府本部主催
の機関紙コンクール結果発表が２

月９日（金）にありました。年金
者組合の関係の入賞は、機関紙大
賞：大阪府本部『年金者しんぶん
大阪』、高槻支部『年金者たかつ
き』。入選：西淀川支部『緑陰の
風』、堺北支部『北のもず』。特
別賞：吹田支部『ほむら』でした。

【
予
告
】
年
金
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
つ
い
て

春
の
年
金
一
揆

５
月
28
日
（
火
）
午
後

大
阪
市
立
城
東
区
民
ホ
ー
ル
（
行
事
成
功
の
た
め
の
協
力
券＝

２
０
０
円
を
販
売
し
ま
す
）

堺北支部 金森丸人さん作

低
す
ぎ
る
改
定
率

児
童
手
当
拡
充
だ
が

定
額
減
税
１
回
き
り

復
旧
・
復
興
へ
被
災
地
の
声
を
聴
け

「
君
が
代
」
不
起
立

処
分
は
、
「
戦
争
す

る
国
」
へ
の
道

万
博
中
止
、
カ
ジ
ノ

い
ら
な
い
！
市
民
の

力
で
政
策
転
換
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
、

そ
し
て
万
博
・
カ
ジ

ノ
を
語
る

動
画
を
使
い
講
演
す
る
西
谷
さ
ん

震
災
の
火
事
で
燃
え
た
輪
島

無
情
の
雪
が

能
登
半
島
地
震
が
１
月
１
日
に
発
生
し
、
石
川
県
を
中
心
に

富
山
県
、
新
潟
県
、
福
井
県
を
襲
い
ま
し
た
。
石
川
県
内
で
は

死
者
は
２
４
１
人
（
震
災
関
連
死
15
人
）
５
万
８
０
０
０
棟
の

家
屋
が
倒
壊
（
２
月
８
日
現
在
）
い
ま
だ
に
１
万
７
０
０
０
人

以
上
が
避
難
所
や
自
宅
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
・
県
の
支
援
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
立
病
院
の
統
廃
合
計
画

を
変
更
し
な
い
馳
知
事

は
ぜ

各
種
請
願
署
名
を

前
進
さ
せ
る
取
り

組
み



２
月
７
日(

水)

午
後
６
時
30

分
か
ら
国
労
会
館
に
て
労
連

女
性
部
委
員
会
、
春
闘
討
論

集
会
が
開
か
れ
、
府
本
部
女

性
部
役
員
か
ら
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
内
３
人
の
方
か
ら

感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

●
私
は
、
初
め
て
の
参
加
で

不
安
で
し
た
が
役
員
が
他
３

人
い
た
の
で
心
強
く
話
し
に

集
中
出
来
ま
し
た
。
全
労
連

小
澤
晴
美
副
部
長
に
よ
る

｢
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
く
そ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
す
め
る

た
め
に
」
ミ
ニ
学
習
会
が
有

り
、
日
本
、
世
界
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状
況
や
マ

ス
コ
ミ
等
で
働
く
労
組
で
の

取
り
組
み｢

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

根
絶
宣
言
」
を
知
り
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
女
性
部
長
か

ら
「
私
達
の
声
を
反
映
す
る

の
は
署
名
活
動
で
す
共
に
頑

張
ろ
う
」
と
。
私
達
も
働
く

仲
間
を
応
援
し
自
ら
も
仲
間

を
増
や
し
頑
張
ら
ね
ば
と
思

い
ま
し
た
。

中
西

久
美
子

●
現
役
で
働
い
て
い
る
方
々

か
ら
の
報
告
、
春
闘
ア
ピ
ー

ル
等｢

幸
せ
に
生
き
る
」

そ
の
実
現
の
た
め
に
団
結
し

大
き
な
力
と
し
前
進
し
て
い

く
そ
の
力
強
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
に

な
っ
た
今
も
現
役
で
働
い
て

い
ま
す
。
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
、
親
の
介
護
が
有
り
振

り
返
る
と
そ
の
時
々
女
性
が

働
き
続
け
る
こ
と
に
お
い
て

様
々
な
困
難
に
ぶ
つ
か
り
ま

し
た
。
産
前
産
後
の
休
暇
制

度
も
な
か
っ
た
民
間
幼
稚
園

か
ら
出
発
し
、
次
は
労
働
組

合
が
あ
る
公
立
保
育
所
で
30

年
余
働
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
育
児
休
業
、
介
護
休
暇
、

賃
上
げ
闘
争
と
闘
い
頑
張
っ

て
き
た
歴
史
が
あ
り
闘
う
組

合
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

労
働
組
合
と
年
金
者
組
合

は
そ
の
差
は
あ
れ
ど｢

幸
せ

に
生
き
た
い
」
と
望
む
の
は

同
じ
で
す
。｢

共
に
頑
張
ろ

う
」
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

信
藤

恵
子

●

２
０
２
４
年
春
闘
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
ト
ッ
プ
に｢

ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
根
絶
、
仲
間
を
増
や
し

て
要
求
の
実
現
を
」
を
掲
げ

全
労
連
副
部
長
に
よ
る
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
く
そ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
す
す
め
る
た
め

に
」
ミ
ニ
学
習
会
が
あ
り
ま

し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許

さ
な
い
旨
を
内
外
に
表
明
す

る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
宣

言
」
に
署
名
し
公
表
す
る
こ

と
を
雇
用
者
側
に
求
め
る
な

ど
最
近
の
働
く
女
性
の
現
状

と
併
せ
て
要
求
実
現
の
た
め

の
方
向
性
を1

知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

現

在
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
下

に
置
か
れ
て
い
る
女
性
の
労

働
環
境
の
劣
悪
さ
や
低
賃
金

等
が
相
変
わ
ら
ず
改
善
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
憤
り
を
感

じ
ま
し
た
。
現
役
世
代
の
働

く
女
性
達
と
立
場
は
違
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
女
性
が
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
連
帯
し
て

運
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。松

岡

ま
き
美

最
近
期
限
付
き
の
任
務
が

目
白
押
し
で
や
っ
て
く
る
。

神
経
が
高
ぶ
り
イ
ラ
イ
ラ
が

つ
の
る
。
「
こ
れ
は
ま
ず
い
」

そ
ん
な
時
愛
猫
が
す
っ
と
近

づ
き
「
ニ
ャ
ー
」
と
甘
え
た

声
を
出
し
て
ゆ
っ
た
り
と
寄

り
添
っ
て
く
れ
る
。
「
ご
め

ん
ね
、
悪
い
お
か
あ
さ
ん
ね
」

と
そ
っ
と
抱
き
締
め
る
と
不

思
議
と
気
持
ち
が
穏
や
か
に

な
る
。
ペ
ッ
ト
も
家
族
同
様
。

部
屋
に
動
物
写
真
家
の
岩

合
光
昭
さ
ん
の
憲
法
９
条
の

カ
レ
ン
ダ
ー
が
か
け
て
あ
る
。

「
全
て
の
人
々
の
願
い
は
戦

争
や
暴
力
に
反
対
し
恒
久
的

平
和
を
求
め
る
こ
と
」

東
淀
川
支
部

平
山

陽
子

２０２４年３月１５日(金曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４１１付録（６）

お
知
ら
せ

第
８
回
女
性
部
委
員
会

３
月
20
日(

水)

は
会
館

休
館
に
よ
り
左
記
の
日

程
と
な
り
ま
す

３
月
13
日(

水)

13
時
30
分
～

グ
リ
ー
ン
会
館
６
階

宣
伝
行
動
有
り

12
時
45
分
～
13
時
45
分
迄

第
59
回
大
阪
労
連
女
性
委
員
会
及
び

２
０
２
４
年
春
闘
討
論
集
会

仲
間
増
や
し
と
署
名
運
動

組
合
が
あ
っ
て
こ
そ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
へ

投
稿

「
我
が
家
の

愛
猫
に
よ
せ
て
」

ー女性部文化行楽部より お知らせー
。天満天神繁昌亭で落語を「観賞」しませんか

。日時 ６月６日（木）後午１時 繁昌亭前集合

。後午１時３０分～４時１０分 定員６０人余

。各支部女性部担当者まで申込書と代金を添えてお願いします。

申し込み〆切 ４月１５日(月)

入場料 (組合員以外) 通常￥２.５００→６５歳以上￥２.２５０

組合員 ￥２.０００ ※ 返金は出来ません

春闘のスローガンを掲げる労連女性部長



美
原
支
部

も
み
じ

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

私
の
青
春
時
代
は
田
舎
な

の
で
娯
楽
が
少
な
く
、
盆
踊

り
、
祭
り
、
田
舎
芝
居
ぐ
ら

い
で
し
た
。
若
者
は
都
会
に

憧
れ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て

姉
や
兄
も
都
会
へ
行
き
ま
し

た
が
私
は
も
う
一
つ
勇
気
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

山
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
山
で
の
い
ろ
い

ろ
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
日
、
一
人
で
１
０
０

０
ｍ
級
の
山
、
霊
仙
山
に
３

時
間
か
け
て
登
り
、
お
盆
の

た
め
の
女
郎
花
を
採
り
に
行

お
み
な
え
し

き
ま
し
た
。
岩
に
腰
掛
け
て

の
ん
び
り
琵
琶
湖
を
眺
め
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
花
を
採
り

に
か
か
り
ま
す
。

山
の
頂
上
は
、
池
も
あ
り

百
合
も
咲
く
お
花
畑
も
あ
り

ま
す
。
私
は
寝
転
が
っ
て
手

で
つ
か
め
そ
う
に
思
え
る
白

い
雲
を
眺
め
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
花
を
刈
り
取

り
束
に
し
て
、
さ
て
帰
ろ
う

と
し
た
ら
大
粒
の
雨
で
す
、

そ
し
て
雷
で
す
。
私
は
そ

の
場
の
草
の
上
に
伏
せ
て
雷

の
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
雨
水
の
流

れ
る
山
道
を
滑
り
な
が
ら
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
下
山
し
、

や
っ
と
家
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
こ
ん
な
目
に
あ
っ
て

も
霊
仙
山
は
私
に
と
っ
て
は

慣
れ
親
し
ん
だ
懐
か
し
い
山

で
す
。

兄
の
お
古
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
こ
の
山
で
吹
く
の
も
楽
し

み
で
し
た
。

（７） ２０２４年３月１５日（金曜日） 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４１１号付録

支
部
の
役
員
会
議
出
席
途

中
に
自
転
車
で
転
倒
。
救
急

車
で
病
院
行
き
に
な
り
、
通

院
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

少
な
い
掛
金
で
、
「
組
織
共

済
」
「
交
通
災
害
共
済
」
２

つ
で
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
の
組
合
員

に
も
大
い
に
紹
介

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

東
淀
川
支
部
・
徳
留

輝
義

◇

自
転
車
で
帰
宅
途
中
、
前

か
ら
当
た
っ
て
こ
ら
れ
、
男

の
人
が
大
声
で
加
害
者
を
呼

び
止
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
走
り
去
り
ま
し
た
。

病
院
に
行
く
と
、
骨
折
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
入
院
・

手
術
を
受
け
、
よ
く
な
り
安

心
し
ま
し
た
。

保
険
は
お
守
り
と
思
い
、

「
交
通
共
済
」
に
月
１
０
０

円
・
２
口
し
か
入
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
助
か
り
ま
し

た
。
年
金
者
組
合
の
共
済
は
、

掛
金
が
少
な
く
、
補
償
が
大

き
い
の
で
絶
対
に
入
っ
て
お

く
べ
き
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

守
口
支
部
・
中
嶋

順
子

３
年
間
コ
ロ
ナ
で
中
止
し

て
い
た
う
た
ご
え
喫
茶
、
復

活
を
と
い
う
要
望
に
応
え
、

再
開
し
ま
し
た
。

新
た
に
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
一

昨
年
６
月
に
規
模
を

組
合
員
対
象
に
縮
少

し
て
再
開
し
ま
し
た
。

各
偶
数
月
に
開
催
し

て
30
名
前
後
の
参
加

者
で
し
た
。

昨
年
、
コ
ロ
ナ
も

５
類
に
移
行
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
規
模

を
広
げ
よ
う
と
枚
方

市
の
広
報
に
案
内
を

掲
載
し
ま
し
た
。

６
月
、
８
月
は
60

人
前
後
の
参
加
者
で
非
組
合

員
の
方
が
約
半
数
、
そ
し
て

10
月
に
は
70
名
の
参
加
で
会

場
満
杯
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
兼
ね
た
開
催
に
は
56

名
の
参
加
者
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
会
場
で
は
非
組
合

員
の
方
に
は
年
金
者
組
合
の

資
料
を
配
布
し
、
組
合
へ
の

加
入
の
訴
え
を
行
な
い
ま
し

た
。
そ
の
場
で
加
入
さ
れ
る

方
、
後
日
組
合
員
宅
へ
加
入

の
申
し
込
み
に
来
ら
れ
た
方

も
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
名
簿
を
各
地

域
毎
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
分

会
で
手
分
け
し
て
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

話
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
、

「
年
金
者
組
合
っ
て
ど
ん
な

組
合
？
」
「
政
党
色
は
な
い

の
？
」
「
ど
ん
な
こ
と
し
て

る
の
？
」
「
年
金
が
ど
ん
ど

ん
下
が
っ
て
生
活
大
変
」
等
々

さ
ま
ざ
ま
な
話
が
で
き
、
何

人
か
の
方
を
仲
間
に
迎
え
ま

し
た
。

拡
大
対
象
者
宝
庫
の
こ
の

大
う
た
ご
え
喫
茶
、
今
後
も

続
け
て
い
こ
う
と
実
行
委
員

会
で
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

吉
田

清
志

大うたごえ喫茶

枚方支部

霊

仙

山

り
ょ
う
ぜ
ん
さ
ん

共済だより

自
転
車
で
の
事
故

給
付
受
け

大
助
か
り

歌
え
ば
幸
せ

心
も
元
気

み
ん
な
で
歌
お
う

元
気
な
う
た
ご
え

霊仙山 （滋賀県）



２０２４年３月１５日（金曜日） 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４１１号付録（８）

昨
年
８
月
、
東
淀
川
区
民

会
館
で
行
わ
れ
た
「
ふ
た
り

の
死
刑
囚
」
と
い
う
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
観
て
き

ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
袴
田
巌
さ

ん
、
２
０
１
５
年
10
月
に

亡
く
な
っ
た
奥
西
勝
さ
ん
の

２
人
の
死
刑
囚
に
迫
っ
た
冤

罪
と
、
事
件
を
訴
え
続
け
る

そ
の
家
族
と
人
生
、
司
法
が

犯
し
た
罪
を
暴
く
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
す
。
ま
た
、
こ

の
映
画
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

俳
優
の
仲
代
達
矢
さ
ん
が
務

め
て
い
ま
す
。

58
年
間
に
わ
た
り
、
無
実

の
罪
で
死
刑
に
さ
れ
る
恐
怖

に
苦
し
ん
だ
袴
田
さ
ん
。
闘

い
の
中
で
、
彼
の
有
罪
の
根

拠
に
な
っ
た
「
証
拠
」
は
警

察
が
捏
造
し
た
と
認
め
さ
せ

ま
し
た
。
大
き
な
一
歩
で
す
。

冤
罪
が
事
実
な
ら
真
犯
人
は

…

。
な
ぜ
、
こ
こ
に
警
察
は

目
を
向
け
な
か
っ
た
の
か
。

冤
罪
被
害
者
に
も
長
期
に

わ
た
り
耐
え
が
た
い
苦
し
み

続
け
る
家
族
が
い
ま
す
。
袴

田
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
。「
全

部
運
命
な
ん
だ
と
思
わ
な
い

と
生
き
て
行
け
な
い
」
と
言
っ

た
言
葉
が
心
の
奥
に
残
っ
て

い
ま
す
。

私
は
こ
の
映
画
で
、
あ
ら

た
め
て
も
の
の
見
方
、
考
え

方
の
重
要
性
を
学
び
、
日
ご

ろ
か
ら
見
る
目
を
間
違
え
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

此
花
支
部

阿
部

四
郎
次

【お知らせ】思い出の映画、文芸作品など、みなさんの投稿を待っています。機関紙部

思
い
出
の
映
画
・
号
泣
し
た
映
画
・
も
う
い
ち
ど
観
た
い
映
画

ふ
た
り
の
死
刑
囚

俳

句

夜
明
け
方
小
虫
つ
ひ
ば
む
初
雀

富
田
林
支
部

見
田

三
郎

妣
古
着
ほ
ど
い
て
な
で
る
日
向
ぼ
こ

松
原
支
部

南

慧
子

能
登
の
地
震
神
に
不
平
の
初
詣

高
槻
支
部

岩
渕

喜
久
代

百
ま
で
は
決
意
新
た
に
初
詣

平
野
支
部

甲
斐

昭
二

新
し
き
世
紀
に
踏
み
出
す
ダ
イ
ヤ
婚

都
島
支
部

上
野
と
き
子

こ
の
国
は
い
ず
こ
に
向
う
冬
の
峰

堺
北
支
部

金
森

薫

老
人
力
靴
底
に
溜
め
枯
野
行
く

寝
屋
川
支
部

薮
木

増
代

幼
児
も
頭
垂
れ
て
る
初
詣

茨
木
支
部

昌
原

清
子

川

柳

機
密
費
が
効
い
て
い
そ
う
な
評
論
家

銀
行
支
部

村
松

則
康

万
博
と
騒
ぐ
な
カ
ネ
は
能
登
が
先

富
田
林
支
部

有
川

功

正
月
も
待
っ
て
く
れ
な
い
地
震
国

堺
堺
支
部

大
田

孝
夫

呑
ま
ぬ
の
に
足
が
ふ
ら
つ
く
散
歩
道

高
槻
支
部

埴
淵

勝
子

は
ず
れ
く
じ
お
守
り
に
す
る
運
転
手

堺
北
支
部

南

正
夫
坊

能
登
地
震
一
寸
先
は
闇
地
獄

寝
屋
川
支
部

児
玉

寿
て

脳
梗
塞
次
に
心
筋
あ
と
認
知

高
石
支
部

舩
冨

和
枝

欠
陥
機
乗
せ
ら
れ
る
兵
可
哀
そ
う

堺
東
支
部

小
林

武

短

歌

こ
の
国
は
週
三
日
食
え
ぬ
若
き
ら
と
裏
金
作
り
に
勤

し
む
政
治
家
あ
り

岸
和
田
支
部

尾
崎
け
い
子

疎
開
せ
し
古
き
友
人
の
故
郷
は
津
波
に
襲
わ
れ
街
を

失
う

高
槻
支
部

松
村

赳

新
年
会
梯
子
し
て
笑
む
岸
田
首
相
瓦
礫
に
埋
ま
る
人

等
の
安
否
は

藤
井
寺
支
部

宇
留
間
英
一
郎

飢
え
と
寒
さ
ト
イ
レ
の
不
足
に
余
震
へ
の
恐
怖
に
耐

え
る
人
々
辛
し

堺
堺
支
部

飛
谷

康
子

山
裾
を
一
番
列
車
の
走
り
ゆ
く
赤
く
染
ま
り
し
大
空

の
下

箕
面
支
部

佐
野

映
子

夫
も
子
も
戦
争
な
き
世
を
生
き
て
来
し
孫
に
徴
兵
な

き
こ
と
を
願
う

寝
屋
川
支
部

三
輪

順
子

戦
争
の
歴
史
ふ
た
た
び
刻
ま
ぬ
た
め
に
草
の
根
運
動

広
げ
に
広
げ
ん

吹
田
支
部

橋
本
恵
美
子

（
文
芸
欄
は
編
集
部
選
。
投
稿
や
各
支
部
発
行
の

機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）




